
 

1 

秦野市子ども・子育て会議（平成２７年度 第２回） 

 

 

会議記録（要点筆記） 

委員会名  秦野市子ども・子育て会議(平成２７年度 第２回) 

日時  平成28年2月4日（木） 

15：00～16：00 

場所  秦野市役所3階 3A会議室  

出席者 ［委員氏名］   ［所属団体等］  

小林 正稔  ： 神奈川県立保健福祉大学教授 （会長） 

小林 德博  ： 元・二宮町教育委員、元・小学校長 （副会長） 

神谷 志乃  ： 秦野市立幼稚園・こども園ＰＴＡ連絡協議会 

草山 充   ： 秦野市民間保育園園長会 

串田 祐基  ： 地域型保育事業者 

小泉 学   ： 秦野市ＰＴＡ連絡協議会 

佐々木 広世 ： 秦野市学童保育連絡協議会 

清水 幸代  ： 市民委員 

妹尾 洋之  ： 神奈川県平塚児童相談所子ども相談課長 

内藤 剛彦  ： 秦野伊勢原医師会 

矢野 博子  ： 市民委員 

欠席者 ［委員氏名］   ［所属団体等］ 

大澤 一之  ： 民間幼稚園長 

佐々木 陽一 ： 株式会社ＰＨＰ研究所 公共経営支援センター コンサルタント 

髙野 恵美  ： 秦野市民間保育園主任の会 

［事務局］ 

こども健康部長 

こども健康部 子育て支援課長  

こども健康部 保育こども園課長  

教育部 教育総務課長 

[その他] 

こども健康部 健康づくり課長 

教育部 教育指導課長 

［庶務担当（こども健康部子育て支援課）］  

課長代理  

主事 
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議事内容 １ 開会 

２ 委嘱状の交付 

３ 委員紹介・事務局職員紹介 

４ 正副会長選任 

５ 議事 

(1) 秦野市次世代育成支援計画の平成２６年度実施状況報告について 

(2) 神奈川県保育所設置認可に係る審査基準への意見通知に係る報告 

について 

(3) 特定教育・保育施設の利用定員について 

(4) その他 

６ 閉会 

 

配付資料 次第 

委員名簿 

資料１     ： 平成２６年度秦野市次世代育成支援計画実施状況報告書 

資料２     ： 保育所設置認可に係る審査基準への意見について(通知) 

資料３－１－１ ： しぶさわこども園施設概要 

資料３－１－２ ： しぶさわこども園位置図 

資料３－１－３ ： しぶさわこども園平面図 

資料３－２－１ ： アカデミーコスモス保育園施設概要 

資料３－２－２ ： アカデミーコスモス保育園位置図 

資料３－２－３ ： アカデミーコスモス保育園平面図 

資料３－３－１ ： 虹と風保育園施設概要 

資料３－３－２ ： 虹と風保育園位置図 

資料３－３－３ ： 虹と風保育園平面図 

資料３－４   ： 利用定員協議様式（新規確認施設） 

 

 

［１ 開会］ 

○事務局 

  （１４名の委員のうち１１名の出席があったため、秦野市子ども・子育て会議条例

第５条第２項の規定により、会議が成立していることを報告） 

 

［２ 委嘱状の交付］ 

○事務局 

（任期は平成２８年２月４日～平成３０年２月３日までであることを説明） 

 

［３ 委員紹介・事務局職員紹介］ 

 

［４ 正副会長選任］ 

○委員 

  （秦野市子ども・子育て会議条例第４条第１項の規定により、正副会長を委員が互
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選。会長に小林正稔委員、副会長に小林德博委員が選任された。） 

 

［５ 議事］ 

(1) 秦野市次世代育成支援計画の平成２６年度実施状況報告について 

○事務局 

（秦野市次世代育成支援計画の平成２６年度実施状況について、「資料１」に基づ

いて説明） 

○委員 

  目標事業量や実績事業量が未設定の項目が散見されるが、可能な限り具体的な数値

を設定するよう努めていただきたい。 

○事務局 

  今後の課題として承知いたします。 

 

(2) 神奈川県保育所設置認可に係る審査基準への意見通知に係る報告について 

○事務局 

（神奈川県保育所設置認可に係る審査基準への意見通知について、「資料２」に基

づいて説明） 

○委員 

  本通知を受けて、神奈川県の対応はどうであったか。 

○事務局 

  「貴重な意見として承る」とのことでございました。 

○会長 

  現状では、認可定員の設定を含め、保育所設置に係る認可を行うのは神奈川県であ

るが、例えば、施設に係る認可は神奈川県、認可定員の設定については市町村となれ

ば、地域性等を踏まえた柔軟な対応が可能となるかもしれない。このようなことも、

今後の課題であると考えている。 

○委員 

  保育の現場においては、「乳児又は幼児１人につき５平方メートル以上」あったほ

うが良いという意見もある。「秦野市独自の判断により、認可定員と利用定員を一致

させない」という事例があってもよいと考えるがいかがか。 

○事務局 

  現状では、利用定員は認可定員に一致させることが基本であること、また、利用定

員を可能な限り増やすことで待機児童対策を推進したいことから、認可定員と同数の

利用定員を設定したいと考えています。 

○会長 

  良質な保育環境の確保を図る観点から、「乳児又は幼児１人当たりの必要面積」の
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増加について将来的に検討することは、私も賛成であり、徐々に改正が図られればよ

いと考える。 

 

(3) 特定教育・保育施設の利用定員について 

○事務局 

（しぶさわこども園、アカデミーコスモス保育園、虹と風保育園の施設概要及び利

用定員等について、「資料３－１－１」～「資料３－４」に基づいて説明） 

○会長 

  アカデミーコスモス保育園については、屋外遊戯場の代替地が「今泉あらい湧水公

園」となっている。園児が移動する際に道路を渡る必要があるのであれば、安全管理

を厳しく指導していただきたい。また、この辺りは断層帯もあったはずであるので、

震災対策の観点からも安全管理には気を付けてほしい。 

○委員 

  将来的にも、屋外遊戯場の代替地として当該公園を使用する予定なのか。 

○事務局 

  将来的にも使用する予定です。移動の際には道路を渡る必要がありますので、安全

管理を徹底させていきたいと考えています。 

また、開設予定地は土地区画整理事業によって選定されたものですので、地盤の安

全性については問題ないと考えています。 

○委員 

しぶさわこども園にプール施設があるが、シャワー等の設備はあるのか。塩素を洗

い流すためには、あった方が良い。 

○事務局 

  平面図では省略されておりますが、シャワー設備はございます。 

○委員 

  本年４月から、秦野市全体における保育所等の定員数が増加することと理解してよ

いか。また、このことによって待機児童はどの程度解消されるのか。 

○事務局 

  しぶさわこども園については、渋沢保育園としぶさわ幼稚園の統合によるこども園

の新設であり、定員数に変化はありません。アカデミーコスモス保育園については認

定保育施設から認可保育所への移行ですが、定員数は２０増加する予定です。虹と風

保育園については新設の保育所ですので、定員数は６０増加する予定です。 

  また、既存の保育所において、増改築等により定員数が２０増加する予定がありま

すので、本年４月における本市全体での定員数は、１００程度増加する見込みでござ

います。 

  ただし、近年はこども園や保育所の利用希望者が大幅に増加しておりますので、待
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機児童を解消することは非常に厳しいと考えています。施設が増えて定員数が増加す

ると、潜在的な入所希望者が顕在化する傾向にあるようです。 

○委員 

  定員数を増加させる努力がなされていることについては理解したが、今後について

はどうか。 

○事務局 

  子ども・子育て支援事業計画に沿って、引き続き待機児童の解消を図っていきたい

と考えています。 

○会長 

  秦野市の保育需要については、今後数年でピークを迎え、その後は減少すると考え

られる。そのことを見据えて、定員数の増加は計画的に行っていただきたい。 

  当会議としては、利用定員を認可定員に一致させることについて異議なしでよいか。 

○委員 

  （異議なし） 

○委員 

  今回の議事にはないが、秦野市における子育て支援の充実を図るうえで、放課後児

童ホームのことも当会議で取り上げていただきたい。特に、虐待を受けているなど特

別な支援の必要な児童についての対応が気になっている。 

○委員 

  放課後児童ホームにおいても、待機児童が問題となりつつある。当会議で取り上げ

られれば、現状を踏まえて意見を申し上げていきたい。 

○会長 

  放課後児童ホームにおいても、環境整備が進んでいることと思われるが、今後、当

会議の議事の一つとすることを検討していきたい。 

 

(4) その他 

○事務局 

次回の開催日程については未定ですが、案件が生じた際に調整させていただきます。 

 

［６ 閉会］ 

 

 

 

 


